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4
草本系原料か本 ル変換プロ系 ら 変原 のエタノー セス

に応じた糖化酵素 生産 ･利用技術の開発の

草本系原料からのエタノール生産において、原料や前処理法によって異なる糖化酵素カク

テルの効果的利用技術や高効率生産技術の開発が糖化コスト低減への大きなポイントになり

ます。

糖化酵素の持つ基質への吸着性を利用した再利用法を構築し、酵素使用室を大幅に低減で

きることを示しました。また、可溶性糖質を原料とした、変換プロセスの多様性に対応可能

な効率的酵素生産プラットフォームを構築しました。

’1.酵素の基質吸着性を利用した糖化酵素の再利用系を構築

プロセスIRTSD-CaCCO高 こおける実施例

’
セルラーゼの基質吸着性を利用した
酵素再利用サイクル
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サイクル

酵素使用量10.4i=>4皇旦

4

糖化酵素（セルラーゼ）の多くは、セルロース系基質に吸着する性質を持ちます。この性質を利

用した糖化酵素の再利用系を構築しました｡これにより糖化酵素使用量の大幅な低減が期待できます。
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開発’2.多様な変換プロセスに対応可能な酵素生産プラットフォームを

‐
Ｉ 酵素生産プラットフォーム

可溶性の糖質を原料とした連続フィード培養法による高効率酵素生産システム

供

→

台糖質原料組成や 調節する 比率改変等が可能糖質原料組成や添加法を調節することで、生産酵素比率改変等が可肖

なる変換プロセスに必要な糖化酵素カクテルの効率的生産が可能
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菌株:Trichocた"775reeseiM2-1

炭素源添加速度：約55g/day、培養日数:7days
添加糖液組成

FeedA:グルコース＋セロビオース(6:1)

FeedB:グルコース＋キシロース＋セロビオース(3:3:1)
FeedC:グルコース＋キシロース＋アラビノース＋セロビオース(3:1.5:1.5:1)

陸圏圧調一
|へ雰灘蔓ｽ’
ヘミセルロース

分解酵素
可溶性糖質を原料とした、高効率糖化酵

素生産システムを構築しました。供給する

糖質の組成や添加時期などを調節すること

で、生産酵素の組成を改変することができ

ます。1つの酵素生産槽で、複数の変換プ

ロセスで必要な糖化酵素の生産・供給が可

能となります。
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Ikeetal.Appl.Microbiol・Biotechnol.(2010)87,2059-2066

1keetal・Appl.Microbiol・Biotechnol.(underreview)

平成22年度食品試験研究成果情報p.42-43,食品総合研究所

|■壷爾欝駕慰重蚕室更ﾝｽ曳武龍城間力(食品素材科学研究鋤糖質素材ﾕﾆｯﾄ｝
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